
噂さ持ち行列⑳   

炒第147匝遠  

田 時：12月18臣ヨ（土）14：00～17：00  

場 所：東京二工業大学本館1－94号室  

出席者：25名  

テ叫マと講師：  

（1）「Tailprobabilitiesfor員uidmodelsJ   

Tomasz RoIski（Wroclaw University and Tokyo  

InstituteofTechnology）   

流体モテリレを開いた待ち時間分布の裾の漸近解析に  

関するサ血ベイと最近の研究結果について講演した。  

前半では，On／0仔モデルを含むマルコフ型を中心に，  

入力過程が短時間依存性をもつ場合に分布の裾が指数  

的に減衰することと，その場合の減衰率や減衰係数が  

どのように定まるかを述べた。次に，フラクタルブラ  

ウン運動など長時間依存性をもつガウス過程が入力と  

なる場合には，分布の裾が長くなること，およびその  

場今のモデルパラメータと減衰率の関係などについて  

解説した。  

（2）「Matrixproduc卜formsolutionforan LCFS  

P毘single－SerVer queue With multiple arrival  

streamsgovernedbyaMarkovchain」  
滝根哲哉（京都大学）   

マルコフ連鎖に支配される複数の到着流をもつ単一  

サーバ待ち行列において，客のサービス時間は一般分  

布にしたがい，異なる到着流から来た客のサービス時  

間分布は異なるものとする。本講演では，割込み再開  

型後者順でサービスを行った場合に，システム内にい  

る客がそれぞれどの到着流から来たかを表すstring  

の定常分布が行列積解をもつことを示したの さらに，  

行列積解を構成する率行列は全て，あるマルコフ連鎖  

の無灘川、作用素によって表現できることも示した飽 こ  

の結果は相型分布に対する従来の結果の一般化であり9  

計算面においても格段に効率的である¢  

イ ー・、■・∴計粁、   

0第9匝五  

日 時：1月22L＝首（土）14：00～17：00  

出席者：12名  

場 所：三菱総合研究所4階CR4会議室  

テ酬マと講師：  

「オペレし－ションズゆリサーチと人間学」  

オペレーションズ巾リサーチ   

⑩シ鼠テ品濃適イ監の理論と応用宅静   

、三ニ；∴：‖．1  

椚 時：12月11闘（土）14：00～17：00  

場 所：九州大学経済学部2階会議室  

出席者：14名  

テ叫∇と講師：   

川）「閉路を含むネットワーク上の結合型最適経路問  

題の負同値法による解法について」  

丸山幸宏（長崎大学経済学部）   

本発表では，ネットワークの経路の上で加法だけで  

なく9 さまざまな2項演算が定義されている場合の最  

適経路問題を取りH臣二げた。有限個の枝の集合からなる，  

閉路を含む有向グラフに対して9 交換則，結合則，単  

位元などの存在を仮定すると，2度と通らない路を基  

本路に対するある条件下での必要十分条件が得られる。  

また，各校に対して一定値から枝の重みを引いた数を  

新たな重みとするネットワークを考察することにより，  

2項演算で定義されるそれぞれの問題の相互変換が可  

能となり，さらに，計算時間を節約できることを示し  

た。  

（2）「′rOC（制約車型論）とABC／AI∋M（活動基準原  

価計算／活動基準管理）」  

浜田和樹（西南学院大学商学部）   

新しい原価計算の方式として注目されているTOC  

（制約理論）について紹介するとともに9 経営意思決  

定における位置付けを議論した。発表では，従来の原  

価計算の方式では不利とされていた生産計画でも，ス  

ループットの視点を導入することで有利と判断される  

ような事例が紹介されたQ また，TOCに対して，従  

来のÅBC会計からの批判的見解として整合性のなさ  

が指摘されている∂ しかし，短期的には間接費を固定  

費とみなして簡略化するTOCは有効な方法であり，  

両者を使い分ける必要があるとの指摘を行った。さら  

に9 混合計画問題とTOCとの関連を導き9 0R的な  

アプローチの有効性を示した。  
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B：Buddha（達観して環境や常識に捉われず己が道  

を生き抜こうとする要因）の組▲合せで定性的に評価さ  

れる．本発表において，人間の幸福とは何かについて，  

医療，芸術，宗教に及ぶ熱い論議がなされた．また，  

QOLの人間行動のモデルへの通用についても議論が  

行われた．  

今村和男（日本人間学会理事長）   

本発表では，人の生き方をその人の環境やロゴセラ  

ピーとの関係から評価する方法である，QOL（生活  

の質）が紹介された．QOLはギリシャ神や釈迦の名  

が付けられた3つの要因，D：Dionysus（欲求のおも  

むくままに行動しようとする要因），P：Prometheus  

（権力を得て一切を支配変革しようとする要因）及び  

⑳平成12年度会費納入のお願い（事務局）  

平成12年度の会費請求書をお送りいたしました  

ので，お早めにご送金くださるようお願いいたしま  

す．なお，11年度以前の会襲を未納の方は合わせ  

てお支払いくださるよう重ねてお願いいたします．  

〔預金口座振替ご利用の方へ〕   

平成12年度から預金口座振替をご希望の正会員  

の方は，学会事務局までTEL，FAX，郵便にてご  

連絡ください．折り返し預金口座振替依頼書をお送  

りいたします．  

日本OR学会入会のご案内  

ResearchSocietyofJapan〔和名：日本オペレーシ   

ョンズ・リサーチ学会論文誌〕）を1部，賛助会員に   

は1口につき2部（B種1部）無料配布します．  

・論文誌への投稿，研究部会への参加ができます．  

・春，秋2回の研究発表会，シンポジウム，月例講演会，  

ORセミナー，各支部主催の研究会や講演会等の学会  

主催の催しへの優先参加ができます．  

会員の種類と会費   

当学会の会員は次の4種類となっています．  

名誉会員 特に学会で推薦された個人  

年会費14′400円（論文誌不要の  

場合は12′400円）入会金1′500円  

年会費5′000円 入会金600円  

正会員 個人  

学生会員 個人  

法人A種 年会費95．000円  

法人B種 年会費48′000円  
賛助会員  入会金不要  

入 会 手 続 き   
（ただし，B種は中小企業に準ず）  

入会ご希望の方には，会費振込用紙・原簿等の必要書  

類をお送りいたします．なお，ぜひ入会していただきた  

い方がいらっしゃいましたら，紹介者ご記入のうえお送  

りください．  

会 員 の 特 典  

・個人会員には当機関誌（月刊オペレーションズ・リサ  

ーチ）と論文誌（季刊Journalof the Operations  

社団法人 日本オペレーションズ・リサーチ学会  
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